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全
国
的
に
秋
晴
れ
の
快
晴
で
あ
っ
た
11
月
3
日

（
祝
）、「
創
立
者
廣
池
千
九
郎
先
生
生
誕
１
５
０

年
記
念
麗
澤
会
行
事
」
第
3
弾
と
し
て
、
北
は
北

海
道
か
ら
南
は
九
州
鹿
児
島
ま
で
全
国
29
支
部
よ

り
約
１
０
０
０
名
の
会
員
が
参
加
し
て
「
全
国
同

時
開
催
お
久
し
ぶ
り
す
き
焼
き
大
会
」
が
開
催
さ

れ
大
成
功
に
終
了
し
ま
し
た
（
一
部
支
部
は
、
前

週
に
実
施
）。

　

こ
の
大
会
は
、
廣
池
先
生
生
誕
１
５
０
年
を
記

念
し
て
、
昭
和
24
年
第
一
回
以
来
各
母
校
の
卒
業

会
食
の
定
番
で
あ
っ
た
「
す
き
焼
き
」
を
再
現
。

卒
業
以
来
、
お
久
し
ぶ
り
の
卒
業
生
や
若
い
世
代

に
参
加
い
た
だ
き
、
世
代
・
出
身
校
を
超
え
た
人

と
人
の
「
つ
な
が
り
」
を
生
み
出
し
、
麗
澤
の
絆

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
企
画
・
開
催
。

　

そ
の
た
め
、
今
回
は
新
た
な
試
み
を
実
施
。
１

つ
め
は
、
襷
リ
レ
ー
、
船
渡
御
、
と
続
い
て
き
た

麗
澤
の
絆
を
形
に
し
よ
う
と
「
麗
澤
の
絆　

心
の

架
け
箸
」
と
お
箸
を
特
別
制
作
。
大
会
参
加
者
全

員
に
記
念
品
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

２
つ
め
は
、
初
め
て
の
全
国
一
斉
の
イ
ン
タ
ー

― 

全
国
29
支
部
約
１
０
０
０
名
の
会
員
が
す
き
焼
き 

―

実
行
委
員
長　

西
村
統
行
（
43
高
）

全
国
同
時
開
催
お
久
し
ぶ
り
す
き
焼
き
大
会

創
立
者
廣
池
千
九
郎
先
生 

生
誕
150
年
記
念 

麗
澤
会
行
事 

第
３
弾

北
海
道
支
部

福
井
県
支
部

柏
会
場
２

静
岡
県
支
部

栃
木
県
支
部

柏
会
場

群
馬
県
支
部

青
森
県
支
部
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ネ
ッ
ト
中
継
の
実
現
。
北
海
道
、
柏
、
畑
毛
、
瑞

浪
、
大
阪
、
中
津
の
主
要
6
拠
点
の
模
様
を
中

継
で
つ
な
ぎ
、
そ
れ
以
外
の
支
部
へ
はY

outube

に
よ
る
柏
大
会
の
模
様
を
配
信
。
テ
レ
ビ
中
継
さ

な
が
ら
の
同
日
、
同
時
刻
の
大
会
中
継
を
通
じ

て
、
全
国
に
広
が
る
麗
澤
の
絆
、
広
が
り
を
感
じ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
つ
め
は
、
名
誉
会
長
賞
に
加
え
、
参
加
支
部

を
中
心
に
支
部
長
賞
と
し
て
抽
選
会
の
賞
品
提
供

を
依
頼
。
麗
澤
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
経
営
す
る
お
店
の

商
品
や
地
域
の
名
産
品
な
ど
〝
麗
澤
な
ら
で
は
の

賞
品
〞
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
を
通
じ
お
箸
の
箸
袋
に
記
載
さ
れ
た
当
選
番

号
で
全
国
一
斉
に
大
抽
選
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、『
年
齢
も
関
係
な
く
、
初
め

て
参
加
さ
れ
た
方
も
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、
楽
し

く
す
き
焼
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
麗
澤
の
パ

ワ
ー
を
感
じ
、
こ
の
つ
な
が
り
の
凄
さ
を
感
じ
ま

し
た
』『
大
成
功
で
し
た
。
各
会
場
が
映
る
た
び

に
食
い
入
る
よ
う
に
見
て
恩
師
、
同
級
生
を
発
見

し
懐
か
し
く
、
ま
た
元
気
な
姿
を
興
奮
し
な
が
ら

楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
』
な
ど
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

瑞
浪
会
場

第
一
回
す
き
焼
参
加
の
池
田
先
生

特
別
ゲ
ス
ト
の
長
野
選
手

鹿
児
島
支
部

中
津
会
場

鳥
取
県
・
島
根
県
支
局
合
同 新

潟
県
支
部

大
阪
府
支
部

奈
良
県
支
部

和
歌
山
県
支
部

滋
賀
県
支
部

京
都
府
支
部

広
島
県
支
部

三
重
県
支
部
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平
成
28
年
（
２
０
１
６
）
は
、
廣
池
学

園
創
立
者
廣
池
千
九
郎
先
生(
１
８
６
６
〜

１
９
３
８)

の
生
誕
１
５
０
年
に
あ
た
り
ま

す
。
麗
澤
会
で
は
、
こ
れ
を
機
に
、
麗
澤
会

員
が
廣
池
千
九
郎
先
生
を
知
り
、
麗
澤
の

『
絆
』
を
よ
り
強
め
る
こ
と
。
加
え
て
、
母

校
の
将
来
の
発
展
を
願
う
、
恩
人
・
恩
師
に

感
謝
す
る
こ
と
を
若
い
世
代
へ
、
し
っ
か
り

と
価
値
を
継
承
す
る
た
め
に
、
麗
澤
会
と
し

て
「
心
の
襷
リ
レ
ー
」、「
船
渡
御
」、「
全
国

同
時
開
催
お
久
し
ぶ
り
す
き
焼
き
大
会
」
の

三
記
念
行
事
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
1
弾
「
心
の
襷
リ
レ
ー
」
は
3
月
27
日

若
手
会
員
20
名
が
、「
お
も
て
な
し
の
心
」

で
参
加
者
に
お
弁
当
や
飲
み
物
、
お
し
ぼ
り

を
配
る
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

真
夏
の
大
阪
で
、「
天
神
祭
船
渡
御
」
に

「
麗
澤
会
奉
拝
船
」
を
仕
立
て
て
老
若
男
女

が
一
つ
の
船
に
集
い
多
く
の
会
員
と
知
り
合

い
に
な
り
、
ま
た
旧
交
を
温
め
、「
麗
澤
の

絆
」
を
強
め
、
恩
師
、
恩
人
に
「
感
謝
の

心
」
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
麗
澤
会
と
し
て
「
船
渡
御
」
参
加
は
本
年

で
三
回
目
と
な
り
、
当
会
と
し
て
は
今
回
が

最
後
と
な
り
ま
す
）。

 

藤
岡
庸
一
（
29
高
）

― 

会
員
、家
族
で
恩
人
・
恩
師
に
感
謝
の
心 

―

船
渡
御

創
立
者
廣
池
千
九
郎
先
生 

生
誕
150
年
記
念 

麗
澤
会
行
事 

第
２
弾

（
日
）
に
中
津
で
開
催
さ
れ
た
「
廣
池
千
九

郎
先
生
誕
記
念
の
集
い
」
の
式
典
会
場
を
ス

タ
ー
ト
し
た
襷
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全

国
26
支
部
で
「
心
の
襷
」
と
し
て
受
け
継
が

れ
、
6
月
5
日
に
柏
で
開
催
さ
れ
た
「
伝
統

の
日
・
感
謝
の
集
い
」
の
際
に
華
々
し
く

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
（
会
報
前
号
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
）。

　

第
2
弾
は
、
7
月
25
日
（
月
）、
日
本
三

大
祭
「
天
神
祭
」
の
神
事
「
船
渡
御
」
に
廣

池
幹
堂
名
誉
会
長
ご
夫
妻
を
は
じ
め
、
各
母

校
の
恩
師
と
当
会
が
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
方
々
を
お
招
き
し
、
奉
拝
船
を
仕
立

て
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

出
航
ま
で
の
待
ち
時
間
に
は
、

歌
あ
り
踊
り
あ
り
と
い
ろ
い
ろ
企

画
が
あ
り
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
廣
池
名
誉
会
長
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
続
い
て
各
校
の
恩

師
紹
介
が
行
わ
れ
、
大
変
懐
か
し

い
恩
師
を
前
に
し
て
学
生
、
生
徒

時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か

の
よ
う
で
し
た
。

　
「
麗
澤
の
絆
」と「
感
謝
の
心
」

を
胸
に
竹
政
麗
澤
中
学
・
高
等
学
校
長
の
発

声
で
乾
杯
を
し
て
和
や
か
で
賑
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
１
４
０
名
を
乗
せ
た
船
は
三
母
校

の
幟
旗
を
掲
げ
て
大
川
（
淀
川
）
を
進
み
始

め
ま
し
た
。
川
面
を
埋
め
尽
く
さ
ん
ば
か
り

の
た
く
さ
ん
の
船
が
大
川
を
行
き
交
い
、
そ

の
度
に
互
い
に
「
大
阪
締
め
」
の
手
締
め
で

挨
拶
を
交
わ
し
ま
す
。
川
の
両
岸
や
橋
の
欄

干
に
鈴
な
り
の
見
物
客
と
も
「
大
阪
締
め
」

で
挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
奉

拝
船
が
進
む
光
景
は
ま
さ
し
く
日
本
三
大
祭

の
一
大
パ
ノ
ラ
マ
で
す
。

　

夜
の
帳
に
包
ま
れ
る
頃
に
は
、
両
岸
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

船
内
は
そ
の
都
度
大
き
な
歓
声
が
湧
き
上
が

り
夜
空
に
花
開
く
大
輪
の
花
火
や
ス
タ
ー
マ

イ
ン
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

船
上
で
は
恩
師
、
恩
人
を
は
じ
め
9
期
の

大
先
輩
か
ら
75
期
の
若
手
ま
で
と
そ
の
ご
家

族
、
そ
し
て
麗
澤
瑞
浪
高
等
学
校
2
年
生
の

現
役
生
徒
さ
ん
ま
で
が
和
気
藹
々
と
し
た

中
で
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
、「
麗
澤
の

絆
」
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

次
世
代
の
担
い
手
で
あ
る
30
代
か
ら
10
代
の

�� � � �� � � 	 
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全
国
レ
ベ
ル
の
活
躍
が
続
く

麗
澤
中
学
ゴ
ル
フ
部
（
顧
問
＝

佐
坂
浩
二
、
有
賀
望
美
、
中
山

理
恵
）
が
ま
た
一
つ
、
栄
光
の

優
勝
旗
を
母
校
に
持
ち
帰
り
ま

し
た
。

　

８
月
９
・
10
日
、
山
口
県
の

宇
部
72
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

行
わ
れ
た
「
全
国
中
学
校
ゴ
ル

フ
選
手
権
大
会
」
の
女
子
団
体

の
部
で
見
事
、
優
勝
。
４
連
覇

を
達
成
し
ま
し
た
。

　

35
度
を
超
え
る
猛
暑
の
中
、

ま
ず
初
日
は
ト
ッ
プ
で
ス
タ
ー

ト
し
た
六む
ぐ
る
ま車
日ひ

な

の
那
乃
さ
ん
（
２

年
生
）
が
８
ア
ン
ダ
ー
の
64
ス

ト
ロ
ー
ク
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の

西さ
い
ご
う郷
真ま

お央
さ
ん
（
３
年
生
）
が

２
ア
ン
ダ
ー
の
70
ス
ト
ロ
ー

ク
、
唯
一
の
１
年
生
の
吉よ
し
ざ
わ澤

柚ゆ
ず
き月
さ
ん
が
76
ス
ト
ロ
ー
ク
、

２
年
生
の
佐さ
と
う藤
杏あ

ん
り莉
さ
ん
が
81

ス
ト
ロ
ー
ク
で
回
り
、
２
位
に

３
打
差
で
ト
ッ
プ
に
立
ち
ま
し

麗
澤
中
学

ゴ
ル
フ
部

大
会
記
録
更
新
２
位
に
９
打
差 

前
人
未
到
の
５
連
覇
に
ア
プ
ロ
ー
チ

女
子
団
体
の
部
で
全
国
４
連
覇
！
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た
。

　

２
日
目
は
高
校
ゴ
ル
フ
部
の

工く
ど
う藤
優ゆ

う
み海
先
輩
の
「
３
打
差
な

ん
て
な
い
よ
う
な
も
の
」
と
い

う
言
葉
を
励
み
に
、
み
ん
な
で

気
を
引
き
締
め
て
の
ス
タ
ー

ト
。
西
郷
さ
ん
が
２
ア
ン
ダ
ー

の
70
ス
ト
ロ
ー
ク
、
六
車
さ
ん

が
72
ス
ト
ロ
ー
ク
、
佐
藤
さ
ん

が
74
ス
ト
ロ
ー
ク
、
吉
澤
さ
ん

が
77
ス
ト
ロ
ー
ク
。
２
位
に

ト
ー
タ
ル
９
打
差
を
つ
け
て
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

優
勝
ス
コ
ア
は
４
２
６
ス
ト

ロ
ー
ク
と
な
り
、
２
日
間
の
ス

コ
ア
と
し
て
は
６
ア
ン
ダ
ー

で
、
昨
年
の
１
ア
ン
ダ
ー
を
上

回
る
大
会
記
録
を
更
新
し
ま
し

た
。

　

大
会
を
振
り
返
っ
て
佐
坂
顧

問
の
コ
メ
ン
ト
。

「
暑
い
中
、
頑
張
っ
て
く
れ
た

生
徒
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
で
４
連
覇
と
な
り
ま
し
た

が
、
大
会
４
連
覇
は
過
去
、
他

校
が
達
成
し
て
い
る
の
で
、
来

年
、
５
連
覇
し
て
こ
ち
ら
も
大

会
記
録
を
狙
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
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日
本
女
子
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ

選
手
権
競
技
　
　
　
　
　
　

長
野
未
祈
さ
ん
10
位
入
賞
！

プ
ロ
抑
え
３
日
目
ま
で
単
独
首
位 

麗
高
の
４
人
と
も
に
健
闘
、大
き
な
収
穫

　

女
子
ゴ
ル
フ
界
の
プ
ロ
と
ア

マ
チ
ュ
ア
の
ト
ッ
プ
選
手
が
日

本
一
を
競
い
合
う「
日
本
女
子

オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
選
手
権
」が

9
月
29
日
か
ら
4
日
間
、栃
木

県
の
烏
山
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
で
行
わ
れ
、麗
澤
高
校
ゴ
ル

フ
部
の
４
人
が
厳
し
い
予
選
会

を
勝
ち
抜
き
、出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ト
ッ
プ
プ
ロ

選
手
の
メ
ジ
ャ
ー
大
会
に
位
置

づ
け
ら
れ
、
海
外
大
会
の
優
勝

者
も
出
場
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。
２
０
０
５
年

大
会
で
は
宮
里
藍
選
手
が
20
歳

3
カ
月
の
最
年
少
初
優
勝
を

飾
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

独
特
の
緊
張
感
あ
る
こ
の
大

会
で
、４
年
生（
高
校
1
年
）の

長な
が
の野
未み

の
り祈
さ
ん
が
快
進
撃
。大

会
3
日
目
を
終
え
て
、単
独
首

位
に
立
ち
、最
終
日
の
結
果
次

第
で
は
、ア
マ
チ
ュ
ア
初
優
勝
、

写真提供＝ゴルフダイジェスト社
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史
上
最
年
少
記
録
も
更
新
か
と

注
目
さ
れ
ま
し
た
。最
終
組
で

迎
え
た
最
終
ラ
ウ
ン
ド
は
、惜

し
く
も
調
子
を
崩
し
、７
オ
ー

バ
ー
パ
ー
。通
算
２
オ
ー
バ
ー

の
10
位
タ
イ
で
終
え
ま
し
た
。

大
会
後
半
は
マ
ス
コ
ミ
や
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
、プ
レ
ー
の
一
挙
手

一
投
足
を
注
目
さ
れ
る
中
、自

分
の
プ
レ
ー
に
集
中
し
て
４
日

間
を
戦
い
抜
き
、プ
ロ
選
手
を

抑
え
て
10
位
と
い
う
結
果
を
残

す
大
健
闘
を
し
た
長
野
さ
ん
。

順
位
だ
け
で
な
く
、グ
リ
ー
ン

を
離
れ
る
前
に
は
必
ず
振
り

返
っ
て
、深
々
と
礼
を
す
る
な

ど
、競
技
に
対
す
る
清
々
し
い

姿
勢
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
人
、
最
終
ラ
ウ
ン
ド

ま
で
残
っ
た
、
同
じ
4
年
生

（
高
校
1
年
）
の
吉よ

し
だ田
優ゆ

う
り利
さ

ん
は
大
山
志
保
プ
ロ
と
回
り
、

プ
ロ
の
技
術
を
目
の
前
で
見
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
6
年
生
（
高

校
3
年
）
の
工
藤
優
海
さ
ん
、

5
年
生
（
高
校
2
年
）
の
河こ

う
の野

杏あ
ん
な奈
さ
ん
は
決
勝
ま
で
行
け
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ト
ッ
プ
プ
ロ

と
の
競
技
経
験
は
大
き
な
収
穫

と
な
り
ま
し
た
。

　６月４日・５日、大栄カントリークラブで国民
体育大会千葉県大会（ゴルフ女子）が行われ、工
藤優海さんが優勝、長野未祈さんが２位、吉田優
利さんも同じく２位となり、千葉県代表選手の３
名の枠全てを麗澤で独占しました。なお岩手県で
10月４日から６日まで安比高原ゴルフクラブで
行われた国体では、千葉県女子チームは８位入
賞。長野さんが個人で３位タイとなりました。

いわて国体千葉代表を

麗 澤 が 独 占
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　黎明期の電子計算機は今ではとても想像できない単純なものでした。当初、ア
メリカ発の生産管理技術導入に取り組んでいた私は、1970年の日本万国博覧会
（大阪万博）で建設工事の工程管理システムの開発を担当し、これを機に独立を
決意することになります。７名でのスタート、それが当社の創業でした。
　「情報化の創造・提供による社会貢献」をモットーとして、いかなる企業系列
にも属さない完全独立系の立場を堅持することにより、業種、技術分野、プラッ
トフォーム等を問わず、常に最新の技術に挑戦しつつ、自由な立場で幅広い分野
の開発業務に取り組むことを経営の基本方針としております。
　この基本方針に則り、お客様、株主、社員、社会がそれぞれwin-win（双方
有益）の関係を築くべく、「四方良し」の理念を掲げ、それぞれの価値を最大化
し、全体としての企業価値を高めることにより、安定的成長を実現することを目
標としております。
　また、こうした成長の原動力となるのは従業員ひとりひとりの情報システム開
発に対する情熱と顧客への誠心誠意のサービスであり、そのためには人間力の研
鑚が何よりも先行すべきである、との信念に基づいた「人づくり」経営に徹して
おります。
　その当社の信念を端的に表した言葉として、孟子の「天爵を修めて人爵これに
従う」の格言が当てはまります。一人ひとりがまず天爵を修めることを究極の
テーマとして日々の生活を送ることを奨励しており、それらの考えは当社の経営
理念に反映されております。経営理念を浸透させ、価値観を共有した強力な経営
資源・企業文化を定着させることが、経営強化に不可欠であり、志・信念・思想
がその集団・組織を存続発展させる決定的要素であると考えております。
　わが社の独自性は「変わらぬ原理」と「変わる経営」を使い分けていることで
す。つまり「不易」（どんな時も時流を越えて不変のもの）と「流行」（時代性、
人間性に敏感に反応するもの）を識別しております。変えるべきものを変える勇
気と、変えられないものを受け入れる冷静さ、その二つを見分ける能力を持つよ
う心がけております。

ご挨拶

１
９
３
８
年
４
月

 

兵
庫
県
赤
穂
郡(

現･

相
生
市)

に
生
ま
れ
る

１
９
５
７
年
３
月

 

廣
池
学
園･

麗
澤
高
等
学
校
卒
業

１
９
６
２
年
３
月

 

立
教
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

１
９
６
２
年
４
月

 

石
川
島
播
磨
重
工
業(

現･

Ｉ
Ｈ
Ｉ)

株
式
会
社
入
社

１
９
６
７
年
10
月

 

石
川
島
播
磨
重
工
業
株
式
会
社
退
社

１
９
６
７
年
11
月

 

日
本
ビ
ジ
ネ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン(

現･

東
芝
情
報
シ
ス
テ
ム)

株
式
会
社
入
社

１
９
６
８
年
〜

 

１
９
７
０
年

 

「
大
阪
万
国
博
覧
会
」
会
場
建
設
で
科
学
的
工
程
管
理
に
従
事

１
９
７
３
年
２
月

 

日
本
ビ
ジ
ネ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
退
社

１
９
７
３
年
３
月

 

日
本
シ
ス
テ
ム
技
術
株
式
会
社
を
大
阪
に
設
立
し
代
表
取
締
役
に
就
任

経営理念
１．自己に頼るべし、他に頼るべからず　
２．基本を固くする
３．急ぐべからず
４．誠意は道を拓く、誠実本位で得た信用は最大の財産
５．清潔・整頓・堅実を旨とする
６．人生の目的は品性の完成することにある
７．感謝報恩の平常心を持つこと

日本システム技術株式会社
Japan System Techniques Co., Ltd.（略称 JAST）

日本システム技術株式会社
代表取締役社長執行役員

平林　武昭
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1973年  3月　日本システム技術株式会社を設立
1977年  7月　東京都港区に東京支社を開設
1982年  9月　シンガポールにシステム開発会社 JAST TECHNIQUES PTE. LTD.を設立し、子会社化
1994年10月　学校事務支援統合システムパッケージソフト「GAKUEN」シリーズ発売開始
2000年  3月　タイのシステム開発会社JASTEC（THAILAND）CO., LTD.の株式を全株取得し、子会社化
2001年11月　ジャスダック市場に上場
2003年  2月　東京証券取引所市場第二部に上場
2006年  8月　文教マーケット向けシステム販売会社 アルファコンピュータ株式会社の全株式を取得し、子会社化
2010年  8月　診療報酬明細書の自動点検システム「JMICS」サービス開始
2012年  7月　株式会社新日本ニーズ、SafeNeeds株式会社及び桂林安信軟件有限公司の３社を株式取得等により子会社化
2015年  9月　上海嘉峰信息科技有限公司への出資が完了し、子会社化
2016年  5月　株式会社アイエスアールの株式を取得し、子会社化

■会社沿革

●エンジニアリングアプリケーション
　通信基地局のシステム、携帯電話や映像機器組み込みシス
テム、列車運行システム、CADを用いた自動車の設計・構
造解析及び建造物設計システム、交通管制システムなど、社
会性の高いシステムを開発しております。
●イベントアプリケーション
　陸上競技などのスポーツ大会や、文化イベントに関するシ
ステム開発、運営、インフラ構築を行っております。

●ビジネスアプリケーション
　企業向けビジネスソリューションをはじめ、教育、医療、
公共など幅広い分野において、システムの提案からアプリ
ケーションの開発、運用・保守まで一貫したサービスをご提
供しております。
開発実績
流 通 注文・発注・出荷、店舗情報など
保 険 契約管理、損保新積立など
製 造 生産管理、物流、発注管理など
銀 行 勘定系、情報系、業務支援系（CRM）、ファクタリングなど
公 共 税収、住民情報、図書館、電話料金
証 券 株式売買、投資信託、ディーリング
通 信 ＤＷＨ構築、データマイニング
サービス Webサイト構築など
その他 連結会計・人事・統合OAなど

●スマートデバイスアプリケーション
　観光アプリケーション「京都禅寺巡り」をはじめとした多
くのスマートフォンアプリケーションを開発しております。
ビジネス向け開発実績もあり、サーバー側の運用を含めたス
マートデバイスにおけるトータルソリューションをご提供し
ております。

自社ブランドサービスソフトウェア
●パッケージ事業
　大学向け事務システムの業界No.1
パッケージ「GAKUEN」シリーズを中核として、学校経営
のトータルソリューションをご提供しております。
●医療情報サービス
　レセプト全件自動点検、ジェネリッ
ク通知、各種分析サービス、データヘルス計画及び二次点検
業者向けシステム提供など医療関連のビッグデータソリュー
ションをご提供しております。
●金融機関向け統合パッケージソリューション
　金融機関向けCRM/SFAシステム
として2011年より販売を開始し、地
銀、信金様からご評価いただいております。

■業務内容

【設 立】1973年3月26日　　【資 本 金】10億7,666万9,578円（2016年3月31日現在）
【所 在 地】 東京本社　 〒108-8288 東京都港区港南二丁目16番2号（太陽生命品川ビル27階）

TEL(03)6718-2771／ FAX(03)6718-2781
　　　　　　大阪本社　 〒530-0005 大阪市北区中之島二丁目3番18号（中之島フェスティバルタワー29階）

TEL(06)4560-1000／ FAX(06)4560-1009
【従業員数】692名（2016年4月1日現在）
【事 業 所】 東京、大阪、シンガポール、タイ、中国
【会社 HP】 http://www.jast.jp/ 

■会社概要

ＰＲ 社会を支え、未来を創る ＩＴソリューションカンパニー

東
京
本
社

大
阪
本
社



外
国
語
学
部
中
国
語
専
攻
４
年

荒
谷
　
友
碩

　

台
湾
で
行
わ
れ
た
第
９
回
ア
ジ
ア

武
術
選
手
権
大
会（
９
月
１
日
〜
５

日
、桃
園
ア
リ
ー
ナ
）に
お
い
て
、日
本

代
表
と
し
て
出
場
し
た
外
国
語
学
部

４
年
の
荒
谷
友
碩
さ
ん（
東
日
本
強
化

指
定
選
手
）が
、男
子
太
極
剣
の
部
で

見
事
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

荒
谷
さ
ん
は
、
昨
年
の
世
界
選
手

権
で
太
極
剣
、
太
極
拳
と
も
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
（
８
位
以
内
が
出
場
資

格
）「
第
一
回
套
路
世
界
杯
」（
11
月

18
日
〜
20
日
、
中
国
福
建
省
）
に
出

場
。
大
会
は
武
術
全
般
を
網
羅
す
る

世
界
杯
で
、
各
国
か
ら
選
手
が
集
い

熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
荒
谷
さ
ん
は
太

極
剣
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
、
太
極
拳

で
は
３
位
に
入
り
ま
し
た
。

だ
と
い
う
誇
り
と
責
任
を
心
に
掲

げ
、
留
学
前
も
留
学
中
も
自
分
の
価

値
観
や
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
〝
変

化
〞
と
〝
ワ
ク
ワ
ク
〞、
そ
し
て
、

〝
初
志
貫
徹
〞を
常
に
持
ち
続
け
、ど

ん
な
こ
と
に
も
挑
戦
し
、有
意
義
な

１
年
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

学
生
の
活
躍

外
国
語
学
部
国
際
交
流
・
国
際
協
力
専
攻
２
年

櫻
井

　
翔
太

　

文
部
科
学
省「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ

ム
」第
５
期
派
遣
留
学
生
に
、外
国
語

学
部
国
際
交
流
・
国
際
協
力
専
攻
２

年
の
櫻
井
翔
太
さ
ん
が
決
定
し
ま
し

た
。
今
年

９
月
か
ら

フ
ィ
リ
ピ

ン
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア

に
１
年
間

留
学
し
、

本
学
か
ら
は
、初
の
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
留
学
生
派
遣
と
な
り
ま
す
。

　

櫻
井
さ
ん
は
「
新
興
国
コ
ー
ス
」

の
留
学
生
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

拠
点
を
置
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｂ

（
＊
１
）
へ
派
遣
さ
れ
ま
す
。
留
学

中
は
、
自
身
で
作
成
し
た
留
学
計
画

に
基
づ
き
、
実
際
に
現
地
で
の
活
動

に
参
加
し
な
が
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
の

防
災
や
、
災
害
と
関
連
す
る
ダ
ー
ク

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
＊
２
）
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

　

留
学
直
前
に
櫻
井
さ
ん
は
意
気
込

み
を
次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。

　

「
日
本
や
麗
澤
大
学
の
代
表
な
ん

　

９
月
５
日
〜
９
日
の
５
日
間
、
外

国
語
学
部 

国
際
交
流
・
協
力
専
攻

３
年
の
櫛
山
万
葉
さ
ん
・
中
島
有
紀

さ
ん
・
中
村
花
梨
さ
ん
の
３
名
が
ネ

パ
ー
ル
を
訪
問
し
、
防
災
教
育
等
を

行
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
度
に
同
専
攻
の
学
生

有
志
が
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る

な
か
で
、
２
０
１
５
年
４
月
25
日
に

ネ
パ
ー
ル
大
地
震
が
発
生
。
地
震
直

後
か
ら
、
現
地
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
所

へ
の
取
材
を
重
ね
、「
発
災
時
に
ど

の
よ
う
な
対
応
を
す
れ
ば
良
い
か

分
か
ら
な
い
」「
現
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
防
災
活
動
が
行
き
渡
っ
て

お
ら
ず
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
よ

う
な
避
難
訓
練
な
ど
は
無
い
に
等
し

い
」
と
い
う
課
題
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
今
回
の
活
動

テ
ー
マ
を
「
防
災
教
育
」
と
し
、
日

本
で
得
た
知
識
を
共
有
す
る
の
で
は

な
く
、
現
地
の
人
々
の
目
線
で
ど
の

よ
う
に
実
践
す
れ
ば
良
い
か
を
一
緒

に
考
え
る
時
間
を
作
り
、
現
地
の

人
々
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
標
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
は
、
震
災
に
よ
る
世

界
遺
産
の
被
害
状
況
と
復
興
の
経

過
の
視
察
と
、
バ
グ
マ
テ
ィ
県
シ

タ
パ
イ
ラ
村
に
位
置
す
る
小
中
一

貫
校
「Shree Sitapaila H

igher 
Secondary School

」
を
訪
問
し
、

中
学
生
を
対
象
と
し
た
防
災
教
育
の

実
施
と
、
麗
澤
大
学
内
で
募
っ
た
支

援
物
資(

筆
記
用
具)

を
学
校
へ
寄

付
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
へ
の
防
災
教
育
で
は
、
非

常
持
ち
出
し
品
と
し
て
何
が
必
要

か
、
仮
想
マ
ッ
プ
を
用
い
「
ど
こ
に

避
難
す
べ
き
か
」
に
つ
い
て
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
中
学
生

た
ち
は
集
中
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

櫛
山
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
も
、
ネ

パ
ー
ル
の
中
学
生
が
持
つ
災
害
へ
の

イ
メ
ー
ジ
や
対
応
策
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
新
た
な
学
び
と
次
へ
の
支
援

に
役
立
た
せ
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

国
際
交
流
・
国
際
協
力
専
攻
３
年
生
有
志
３
名
が

ネ
パ
ー
ル
を
訪
問

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

日
本
代
表

プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
参
加
決
定
！

第
９
回
ア
ジ
ア
武
術
選
手
権
大
会
で
銀
メ
ダ
ル
獲
得
！

第
１
回
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
も
金
メ
ダ
ル
獲
得
！

＊ 

１　

Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｂ
（
ロ
オ
ブ
）
は

２
０
０
１
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
イ
ロ
イ

ロ
市
で
有
志
に
よ
り
発
足
し
た
団
体

で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
拠
点
に
活
動
す
る

非
営
利
組
織
と
、
こ
れ
を
日
本
か
ら
支

え
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｌ
Ｏ
Ｏ

Ｂ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
が
あ
る
。
国
際
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
や
研
修
事
業
な
ど
を
通
じ

て
、
草
の
根
の
青
少
年
活
動
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
開
発
を
実
施
し
て
い
る
。

＊ 

２　

人
類
に
と
っ
て
の
悲
劇
や
過
ち
の

痕
跡
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る

ツ
ー
リ
ズ
ム
。
国
内
で
は
、
例
え
ば
広

島
の
原
爆
ド
ー
ム
や
東
日
本
大
震
災
の

震
災
遺
構
の
見
学
ツ
ア
ー
が
こ
れ
に
該

当
す
る
。

現
地
の
中
学
生
と

荒谷友碩さん（後列左から３人目）
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廣
池
千
九
郎
生
誕
１
５
０
年
お
よ
び
麗
澤

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
（
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
）
開
校
10
周

年
を
記
念
し
て
、
２
０
１
５
年
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
受
賞
者
・
梶
田
隆
章
教
授
に
よ
る
特
別

講
演
会
を
、
９
月
20
日
に
麗
澤
大
学
体
育
館

で
「『
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
』
の
小
さ
い
質
量
の
発

見
」
と
題
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
空
と
な
り
ま
し
た

が
、
大
学
生
や
地
域
の
方
々
、
中
高
の
生
徒
な

ど
約
１
５
０
０
名
の
聴
講
者
に
対
し
て
、
梶
田

教
授
は
〝
未
来
を
担
う
若
者
た
ち
〞
に
向
け
た

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

梶
田
教
授
は
長
年
の
研
究
成
果
を
振
り
返
り

つ
つ
「
一
つ
の
謎
が
解
け
て
も
新
た
な
謎
が
生

ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
語
ら
れ
、
ス
ー
パ
ー

カ
ミ
オ
カ
ン
デ
等
の
長
年
の
研
究
を
通
し
て
、

飽
く
な
き
探
究
心
こ
そ
が
科
学
の
面
白
さ
で

あ
る
と
訴
え
ら
れ
、「
未
来
を
担
う
若
者
た
ち

は
、
科
学
を
通
し
て
夢
や
ロ
マ
ン
を
持
ち
続
け

て
ほ
し
い
」
と
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
ご
自
身
が
若
か
っ
た
頃
を
振
り
返
ら

れ
、「
な
ん
と
な
く
物
理
を
研
究
し
よ
う
と
決

め
た
進
路
で
し
た
が
、
小
柴
昌
俊
先
生
や
戸
塚

洋
二
先
生
と
い
っ
た
、
素
晴
ら
し
い
師
と
の
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
、
会
場
に
向

け
て
「
皆
さ
ん
も
人
と
の
出
会
い
に
感
謝
し
、

出
会
い
を
大
切
に
」
と
講
演
を
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、「
果
て
し
な
い
研
究
に
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
持
ち
続
け
た

か
？
」「
未
来
に
お
い
て
人
工
知
能
と
ど
う
付

き
合
え
ば
よ
い
か
」
等
、
若
者
ら
し
い
活
発
な

質
問
が
挙
が
り
、
梶
田
教
授
は
一
つ
ひ
と
つ
丁

寧
に
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
本
講
演
会
は
参
加
者

一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、
大
変
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

▼ 
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者

「
梶
田
隆
章
教
授 

特
別
講
演
会
」を
開
催
！

▼ 

廣
池
千
九
郎
生
誕
１
５
０
年
記
念
事
業

記
者
発
表
会
を
開
催
！

　

麗
澤
大
学
で
は
４
月
21
日
、
本
学
創
立
者
で

あ
る
廣
池
千
九
郎
の
生
誕
１
５
０
年
記
念
事
業

に
関
す
る
記
者
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月
の
「
生
誕
記
念
の
集
い
」
か
ら
の
１
年

間
を
「
廣
池
千
九
郎
生
誕
１
５
０
年
記
念
年
」

と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
こ
れ
を
通
じ
て
廣
池
の
業
績
と
思
想
を

再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
現
代
社
会
が
抱
え
る

諸
問
題
の
「
道
徳
的
解
決
」
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
記
者
発
表
会
で
発
表
さ
れ
た
主
な

事
業
は
以
下
の
通
り
で
す
。

① 

道
徳
の
教
科
化
へ
向
け
た
学
校
に
お
け
る
道

徳
教
育
貢
献
事
業
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
と

の
協
働
事
業
）

② 

海
外
提
携
校
の
一
つ
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
国
家

大
学
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
校
人
文
社
会
科
学
大
学

と
道
徳
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
お
よ
び
活

動
支
援

③ 

リ
オ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
６
に
出
場

し
た
、
プ
ロ
車
い
す
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
・

国
枝
慎
吾
選
手
へ
の
強
力
な
支
援

　

８
月
18
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
中
山

学
長
一
行
が
イ
ン
ド
と
タ
イ
の
バ
ン
コ

ク
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

訪
印
の
最
大
の
目
的
は
、
本
学
と
タ

ゴ
ー
ル
国
際
大
学
と
の
共
催
で
、
２
日

間
に
わ
た
り
「
タ
ゴ
ー
ル
訪
日
１
０
０

周
年
」
と
本
学
の
「
創
立
者
廣
池
千
九

郎
生
誕
１
５
０
周
年
」
を
記
念
し
、
両

国
の
学
術
・
文
化
交
流
を
図
る
た
め
に

国
際
会
議
を
開
催
し
た
こ
と
で
す
。

　

他
に
も
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
、
充
実
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
り

ま
し
た
。
以
下
、
そ
の
報
告
で
す
。

１
． 

イ
ン
ド
文
化
関
係
評
議
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
）

と
の
連
携
を
協
議
（
８
月
19
日
）

２
． 

タ
ゴ
ー
ル
国
際
大
学
で
の
国
際
会
議
（
８

月
26
日
・
27
日
）

　
　

⑴ 

現
地
の
新
聞（『T

he T
elegraph

』）に

開
催
告
知
記
事
が
掲
載（
８
月
22
日
）

　
　

⑵ 

国
際
会
議
予
稿
集
に
モ
ジ
首
相
や
西
ベ

ン
ガ
ル
州
知
事
ら
が
寄
稿

３
． 

バ
ン
コ
ク
で
の
卒
業
生
と
の
懇
親
会
（
８

月
28
日
）

▶インド・タゴール国際大学で国際会議を共催！

記者発表をされた方々

梶田教授講演の様子

卒業生との懇親会の様子
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６
月
10
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
神

奈
川
県
平
塚
市
で
行
わ
れ
た
関
東
大

会
に
お
い
て
、女
子
団
体
組
手
で
３

回
戦
ま
で
進
出
し
、ベ
ス
ト
16
と
な

り
ま
し
た
。女
子
団
体
組
手
に
お
い

て
関
東
大
会
で
ベ
ス
ト
16
入
り
す
る

の
は
、実
に
26
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
直
後
の
6
月
16
日
か
ら
千
葉

県
浦
安
市
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
予
選
千
葉
県
大
会
で
は
、
個
人
組

手
で
男
女
キ
ャ
プ
テ
ン
が
と
も
に
準

決
勝
ま
で
進
み
、
あ
と
１
勝
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

奮
闘
し
ま
し
た
が
、
両
選
手
と
も
３

位
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
団

体
組
手
も
決
勝
戦
で
拓
大
紅
陵
高
校

に
敗
退
し
て
、
結
果
は
準
優
勝
で
し

た
が
、
最
後
ま
で
よ
く
頑
張
り
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
が
最
後
ま
で
や
り
き

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
保
護
者
の

方
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
に
応
援
し

て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
高
校
空
手
道
部
顧
問　

西
野 

徹
）

麗
澤
高
校
１
年

寺
田
　
怜
矢

　

私
が
テ
コ
ン
ド
ー
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
幼
い
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
の

習
い
事
を
体
験
し
た
際
、
唯
一
楽
し

め
た
と
い
う
こ
と
と
、
父
が
習
っ
て

い
た
か
ら
で
す
。
テ
コ
ン
ド
ー
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
私
が
小
学

２
年
生
の
時
で
、
本
格
的
に
選
手
に

な
ろ
う
と
決
め
た
の
は
小
学
６
年
生

の
時
で
し
た
。

　

私
の
今
年
度
の
大
会
成
績
は
、
全

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
で
準
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
全
日
本
の
強

化
指
定
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
今

は
、
１
月
に
あ
る
シ
ニ
ア
の
全
日
本

選
手
権
で
入
賞
で
き
る
よ
う
日
々
練

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
が
テ
コ
ン
ド
ー
を
や
っ
て
い
て

楽
し
い
こ
と
は
、
日
本
全
国
の
選

手
、
ま
た
世
界
中
の
選
手
と
触
れ
合

う
機
会
が
と
て
も
多
い
こ
と
で
す
。

逆
に
辛
い
こ
と
は
、
練
習
を
一
生
懸

命
に
行
っ
た
の
に
大
会
で
よ
い
成
績

が
残
せ
な
か
っ
た
と
き
で
す
。

　

私
が
テ
コ
ン
ド
ー
を
通
じ
て
学
ん

だ
こ
と
は
、
礼
儀
作
法
の
大
切
さ
で

す
。
テ
コ
ン
ド
ー
は
韓
国
発
祥
の
武

道
な
の
で
礼
儀
を
と
て
も
大
切
に
し

ま
す
。
ま
た
、
同
学
年
の
選
手
は
も

ち
ろ
ん
、
先
輩
や
後
輩
の
選
手
・
師

範
や
コ
ー
チ
の
方
と
取
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
普
段
の
学
校
生
活
に

お
い
て
も
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
技
術
だ
け
で
な
く
普
段
の
生
活

で
活
か
せ
る
こ
と
を
学
べ
る
の
が
武

道
の
よ
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
で
す
。
そ
の
た
め
に
今
、
私

は
目
の
前
に
あ
る
壁
や
小
さ
な
目
標

を
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て
い
こ
う
と

努
力
し
て
い
ま
す
。
こ
の
努
力
を
む

だ
に
し
な
い
よ
う
に
体
調
管
理
を

し
っ
か
り
と
行
い
、
結
果
に
結
び
付

け
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
こ
こ

ま
で
テ
コ
ン
ド
ー
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
の
は
多
く
の
人
の
支
え

が
あ
る
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
方
た
ち
に
対
す
る
感
謝
を
忘
れ

ず
に
競
技
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
。

　

さ
る
７
月
28
日
（
木
）
〜
31
日

（
日
）、
長
野
県
上
田
市
菅
平
高
原

で
開
催
さ
れ
た
第
６
回
全
国
高
等
学

校
女
子
合
同
チ
ー
ム
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
、
本
校
ラ

グ
ビ
ー
部
６
年
の
宗む
な

像か
た

さ
ん
が
関
東

地
区
代
表
選
手
と
し
て
参
加
を
し
ま

し
た
。
予
選
リ
ー
グ
で
は
、
四
国
地

区
代
表
に
60
対
０
、
東
海
地
区
代
表

に
25
対
０
と
順
調
に
リ
ー
グ
１
位
で

勝
ち
上
が
り
、
決
勝
リ
ー
グ
に
お
い

て
は
、
近
畿
地
区
代
表
に
５
対
０
、

決
勝
で
は
九
州
地
区
代
表
に
10
対
７

と
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
、
見
事

〝
日
本
一
〞
に
な
り
ま
し
た
。
関
東

地
区
代
表
と
し
て
は
、
３
年
ぶ
り
４

回
目
の
〝
日
本
一
〞
で
し
た
。
宗
像

さ
ん
は
、
関
東
全
域
か
ら
選
ば
れ
た

関
東
代
表
選
手
と
し
て
全
試
合
に
出

場
し
活
躍
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
11
月
13
日
・
14
日
に
タ
イ
の
バ

ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
、
バ
ン
コ
ク

国
際
7
人
制
大
会
に
も
出
場
し
ま
し

た
。
今
後
の
彼
女
の
ま
す
ま
す
の
活

躍
に
期
待
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
中
・
高
ラ
グ
ビ
ー
部
顧
問

 

松
倉 

功
和
）

高
校
空
手
道
部 

関
東
大
会 

千
葉
県
大
会
で
活
躍
！

目
標
は
テ
コ
ン
ド
ー
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
！

高
校
ラ
グ
ビ
ー
部 

６
年
宗
像
さ
ん

関
東
代
表
選
手
と
し
て〝
日
本
一
〞に
！

学
生
の
活
躍

前列右端、プラカードを持っているのが宗像さん
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本
校
で
は
、総
合
学
習
の
時

間
を「
自ゆ

め分
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と

呼
び
、中
学
２
年
次
に
は
日
本

の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る「
関
西
研

修
」に
出
か
け
て
い
ま
す
。今
回

は
、そ
の「
関
西
研
修
」に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
10
月
26
日
か

ら
29
日
に
か
け
て
２
年
生
約

１
４
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
日
本
の
国
と
民
族
の
ル
ー
ツ

を
探
り
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を

体
現
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

伊
勢
の
神
宮
（
内
宮
・
外
宮
）

の
参
拝
や
橿
原
神
宮
の
正
式
参

拝
を
は
じ
め
、
神
武
天
皇
陵
、

薬
師
寺
、
下
鴨
神
社
、
京
都
御

所
な
ど
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。

　

事
前
研
修
で
は
、『
古
事

記
』
に
記
さ
れ
た
国
生
み
の
神

話
か
ら
ひ
も
と
き
、
日
本
の
建

国
の
歴
史
を
学
ん
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
薬
師
寺
の
小
林

澤た
く
お
う應
様
（
49
期
）
を
お
招
き

し
、
奈
良
時
代
の
文
化
や
研
修

の
意
味
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
研
修
旅
行
の
訪
問
先
で

も
、
伊
勢
で
は
山
中
一
孝
様

（
44
期
）
よ
り
神
話
の
時
代
か

ら
続
く
神
宮
の
歴
史
や
祈
り
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、
翌

朝
は
内
宮
の
早
朝
参
拝
へ
と
案

内
い
た
だ
き
ま
し
た
。
奈
良
で

は
、
井
上
裕
史
様
（
32
期
）
を

は
じ
め
と
す
る
大
和
橿か
し
は
ら原
モ
ラ

ロ
ジ
ー
事
務
所
の
皆
様
や
近
畿

地
方
の
先
輩
方
か
ら
お
団
子
や

お
土
産
等
の
差
し
入
れ
を
い
た

だ
く
な
ど
、
各
地
で
麗
澤
の
強

い
つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

麗
澤
中
学
で
は
、
こ
の
関
西

研
修
で
の
学
び
を
土
台
と
し

て
、
３
年
次
に
英
国
研
修
へ
行

き
、
日
英
の
比
較
文
化
研
究
を

行
い
ま
す
。
異
文
化
に
触
れ
、

自
国
の
歴
史
や
文
化
を
見
つ
め

直
す
こ
と
で
、
麗
澤
教
育
を
根

幹
と
し
た
「
国
際
的
日
本
人
」

を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
学
年
主
任　

高
橋 

周
作
）

　

今
年
度
も
10
月
の
第
１
週
の

６
日
（
木
）、
母
校
に
卒
業
生

を
お
迎
え
し
、
高
校
１
年
生
に

向
け
た
「
希
望
職
業
別
講
演

会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
前
半
に
分
科
会

を
行
い
、
後
半
は
基
調
講
演
を

行
っ
て
い
ま
す
。
分
科
会
で
は

13
名
の
講
師
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。
実
際
に
仕
事
で
使
っ
て
い

る
道
具
や
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
持
っ

て
き
て
具
体
的
な
説
明
を
し
て

く
だ
さ
る
方
、
ご
自
分
の
仕
事

の
成
果
を
見
せ
て
く
だ
さ
る

方
、
付
箋
を
使
っ
て
生
徒
自
身

に
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま

せ
て
く
だ
さ
っ
た
方
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
で
わ
か
り
や
す

く
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
に
は
46
期
の
松
田
康
博

氏
か
ら
「
天
職
っ
て
何
だ
ろ
う
？
―

国
際
関
係
に
関
わ
る
仕
事
と
進
路

―
」
と
題
し
、
高
校
時
代
、
大
学
時

代
の
経
験
を
ふ
ま
え
た
天
職
に
つ
い

て
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
か
ら
は
「
海
外
の
話
が

聞
け
て
と
て
も
刺
激
的
だ
っ
た
」

「
麗
澤
の
卒
業
生
は
み
ん
な
後
輩
思

い
な
の
で
感
激
し
た
」「
な
り
た
い

仕
事
の
話
が
聞
け
て
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

講
師
の
皆
様
方
、
ご
多
用
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
ご
協
力
い
た
だ
き
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
度
も
引
き
続
き
母
校
支
援
の

一
環
と
し
て
、
職
業
講
演
会
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
各
界
で
活
躍
す
る

卒
業
生
の
話
が
在
校
生
た
ち
の
大
き

く
、
素
晴
ら
し
い
刺
激
と
な
っ
て
い

ま
す
。
自
薦
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
ぜ
ひ

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
連
絡
は
「
れ
い

こ
う
麗
澤
会
」
事
務
局
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
れ
い
こ
う
麗
澤
会　

大
野 

佐
知
子
）

　関西研修旅行の意義

▼ 

卒
業
生
の
協
力
を
得
て

「
希
望
職
業
別
講
演
会
」を
開
催

麗澤中学２年生

神武天皇陵前にて32期の井上様より神宮会館にて44期の山中様より
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高
校
野
球
部
が
秋
季
大
会
で
初
の
準
優
勝

と
東
海
大
会
進
出
を
決
め
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
か
ら
指
定
部
と
し
て
活
動
を
始

め
、
14
年
か
ら
は
野
球
部
寮
も
ス
タ
ー
ト
、

学
校
の
方
針
で
も
あ
る
道
徳
教
育
や
寮
教
育

を
重
視
し
、
野
球
面
だ
け
で
な
く
、
生
活
面

に
も
重
き
を
置
い
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
練
習
時
間
は
強
豪
校
に
比
べ
る
と
短
い

で
す
が
、
質
に
こ
だ
わ
っ
た
練
習
を
し
た

り
、
早
朝
は
６
時
よ
り
全
員
で
素
振
り
を
行

う
な
ど
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
身
体

づ
く
り
の
た
め
に
食
事
に
も
気
を
使
い
、
体

つ
き
も
強
豪
校
に
劣
ら
な
い
ほ
ど
た
く
ま
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
学
習
面
で
は
、
特
進

ク
ラ
ス
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
も
お
り
、
国

公
立
大
学
や
難
関
私
立
大
学
に
合
格
し
て
見

事
に
文
武
両

道
を
具
現
化

さ
せ
て
い
ま

す
。
質
と
日

頃
の
行
動
を

重
視
し
た
結

果
が
、
今
回

の
準
優
勝
に

つ
な
が
っ
た

の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま

す
。

東
海
大
会
ま
で
の
戦
歴

　

夏
か
ら
始
ま
っ
た
地
区
大
会
の
リ
ー
グ
戦

で
は
、
初
戦
が
甲
子
園
出
場
経
験
の
あ
る

土と

き岐
商
業
高
校
で
し
た
。
全
員
が
一
致
団
結

し
て
燃
え
た
結
果
、
見
事
に
初
戦
を
も
の
に

し
ま
し
た
。
次
戦
も
勝
利
し
ま
し
た
が
、
続

く
多
治
見
高
校
に
惜
敗
を
喫
し
、
２
敗
し
た

ら
県
大
会
に
も
出
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る

中
、
古
豪
の
多
治
見
工
業
高
校
戦
を
迎
え
ま

し
た
。
９
回
裏
ビ
ハ
イ
ン
ド
か
ら
逆
転
サ
ヨ

ナ
ラ
で
勝
利
を
収
め
た
こ
と
で
さ
ら
に
波
に

乗
り
、
順
位
決
定
戦
に
も
勝
利
し
、
地
区
２

位
で
県
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

県
大
会
で
は
、
初
戦
の
加
茂
高
校
戦
は

１
４
０
キ
ロ
の
速
球
派
投
手
を
攻
略
し
、
二

回
戦
の
岐
阜
第
一
高
校
戦
で
は
打
線
が
爆
発

し
、
勝
利
を
掴つ
か

み
ま
し
た
。
準
々
決
勝
で

は
、
強
豪
の
大
垣
商
業
高
校
と
の
戦
い
に
な

り
ま
し
た
が
、
初
の
ベ
ス
ト
４
に
向
け
て
選

手
た
ち
は
一
丸
と
な
り
接
戦
を
も
の
に
し
ま

し
た
。
岐
阜
第
一
も
大
垣
商
業
も
こ
こ
ぞ
と

い
う
と
こ
ろ
で
負
け
て
き
た
相
手
で
あ
っ
た

た
め
、
Ｏ
Ｂ
の
雪
辱
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
準

決
勝
の
美み

の濃

加
茂
戦
は
、

手
に
汗
握
る

投
手
戦
と
な

り
ま
し
た
が

延
長
に
突
入

し
な
が
ら
も

選
手
た
ち
は

集
中
を
切
ら

さ
ず
、
ピ
ン

チ
に
な
っ
て
も
勝
ち
を
信
じ
、
延
長
12
回
に

勝
ち
越
し
逃
げ
切
り
、
決
勝
進
出
を
決
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は
力
が
及

び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
創
部
55
年
目
に
し
て

初
の
準
優
勝
で
す
。

　

東
海
大
会
で
は
、
甲
子
園
常
連
校
で
あ
る

三
重
高
校
と
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。
選
手

た
ち
は
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
信

じ
、
楽
し
み
な
が
ら
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

エ
ー
ス
の
伊
藤
君
が
要
所
で
踏
ん
張
り
、

バ
ッ
ク
も
一
つ
一
つ
丁
寧
に
ア
ウ
ト
を
重

ね
、
こ
ち
ら
も
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
も
１
点
が

遠
く
、
結
果
は
、
０
―
１
の
惜
敗
で
し
た
。

大
会
を
通
し
て
、
１
番
打
者
の
水
谷
君
は
５

　

今
秋
の
大
会
で
初
の
県
大
会
準
優
勝
、
東
海
大
会
出
場
を
決
め
た
硬
式
野
球
部
と
、
東

濃
地
区
大
会
で
、
初
の
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
果
た
し
、
勢
い
の
あ
る
陸
上
部
の
活
躍
を

紹
介
し
ま
す
。

　私は、麗澤教育とのバランス
が取れたチームを目指していま
す。麗澤だからできるチームで
す。野球の技量に優れた者が集
まるから強いのではなく、寮生
活を中心とした、良い生活習慣
の中から育まれた強さです。強
く大きな心。前向きな考え。積
極的な行動力。良い人間関係。
それらが練習で発揮されるから
こそ、技量が身に付き、自信に
なり、試合での勢いが生まれる。
これが他校との差になると考え
ています。毎年それを必死に表
現しようと、生徒たちは具体的
に行動して励んできました。今
回の準優勝、東海大会出場は、
これまでの卒業生たちを含む麗
澤瑞浪高校野球部員全員の結果
であると思っています。今いる
生徒たちと共に、より良い寮生
活を築き上げ、内面の成長を促
し、真の喜び、楽しみを分かち
合って、大人になってからの糧
となる活動を目指します。

野球部監督の一言
監督　梅田恭明先生

野
球
部
の
活
躍

朝
礼
に
向
か
う
野
球
部
寮
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割
近
い
打
率
を
残
し
、
チ
ー
ム
を
牽け
ん
い
ん引
、
投

げ
て
は
エ
ー
ス
伊
藤
君
が
ア
ン
ダ
ー
ス
ロ
ー

か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
多
彩
な
球
で
打
者
を
翻

弄
し
、
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献
し
ま
し
た
。

来
年
の
春
・
夏
に
向
け
て
の
課
題
も
見
つ
か

り
ま
し
た
。
そ
こ
を
こ
の
冬
に
鍛
え
て
、
来

年
こ
そ
は
創
部
初
の
甲
子
園
出
場
を
掴
み
取

り
た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

た
い

頑
張

て
い
ま
す

主
将
か
ら
の
一
言

　

今
の
チ
ー
ム
状
況
は
、
東
海
大
会
で
負
け

た
悔
し
さ
を
胸
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
体
重

増
加
や
打
撃
向
上
な
ど
、
勝
つ
た
め
の
具
体

的
な
取
り
組
み
を
決
め
、
各
自
の
課
題
も
意

識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
全
員
が

寮
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
で
、
24
時
間
仲
間

と
高
め
あ
い
な
が
ら
生
活
で
き
て
い
る
こ
と

が
強
み
で
す
。
甲
子
園
出
場
を
目
標
に
、
寮

生
活
と
い
う
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
し
、
仲

間
と
切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
な
が
ら
毎
日
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。 

（
主
将　

伊
藤 

若
馬
）

陸
上
部
の
近
況

　

現
在
、
男
子
30
人
、
女
子
18
人
の
合
計
48

人
と
い
う
大
所
帯
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
東
海
大
会
に
出
場
し
た
り
県
大
会

に
入
賞
し
た
り
と
良
い
成
果
を
収
め
て
き
ま

し
た
が
、
今
回
、
県
内
で
も
レ
ベ
ル
が
高
い

東
濃
地
区
で
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
、
創
部

以
来
初
め
て
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
陸
上
部
の
活
動
は
、
他
の
部
活
動

と
同
様
に
基
本
的
に
は
火
、
木
、
金
、
土
の

18
時
ま
で
で
す
。
月
、
水
は
学
習
優
先
日
に

な
っ
て
い
ま
す
。
土
曜
日
以
外
の
平
日
で
練

習
時
間
は
２
時
間
も
と
れ
ま
せ
ん
。
強
豪
校

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
練
習
量
で
す
が
、
環

境
や
条
件
を
言
い
訳
に
は
せ
ず
、
勉
強
も
部

活
も
両
立
さ
せ
て
結
果
を
残
そ
う
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
を
よ
り
有
効
に

す
る
た
め
に
、
工
夫
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
歩
い
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
来
て
い
た
生

徒
も
５
分
で
も
早
く
来
た
ら
そ
の
分
練
習
が

で
き
る
と
、
今
で
は
駆
け
足
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
来
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
行
事
や
月
、

水
の
学
習
優
先
日
で
も
８
時
間
目
終
了
後
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
走
っ
て
き
て
、
30
分
か
ら
40

分
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
自
主
練
習
を
す

る
部
員
も
増
え
ま
し
た
。
普
段
の
生
活
の
す

べ
て
が
、
陸
上
の
練
習
に
つ
な
が
っ
て
い
る

意
識
で
自
身
を
高
め
て
い
ま
す
。
合
宿
で
も

お
互
い
に
声
を
掛
け
あ
い
切
磋
琢
磨
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
東
濃
地
区
で
の
男
女
ア
ベ
ッ

ク
優
勝
に
満
足
せ
ず
、
次
は
県
大
会
で
も
優

勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張

ま
す

主
将
か
ら
の
一
言

　

陸
上
部
は
初
心
者
が
多
い
で
す
が
、
先
生

方
の
ご
指
導
の
お
か
げ
で
一
人
ひ
と
り
が
向

上
心
を
持
っ
て
、
良
い
雰
囲
気
で
活
動
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
個
人
の
目
標
は
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
、
主
将
と
し
て
は
仲
間
が

互
い
を
全
力
で
応
援
し
、
全
員
で
高
め
合
っ

て
い
け
る
チ
ー
ム
に
す
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
強
化
指
定
部
と
し
て
、
部
活
だ
け
で
な

く
日
常
生
活
も
模
範
と
な
っ
て
学
校
を
盛
り

上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
か
ら
応
援
さ
れ
る
部

に
し
ま
す
。
麗
澤
瑞
浪
で
の
陸
上
を
通
じ
て

人
間
性
を
高
め
、
先
輩
方
に
負
け
な
い
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。 

（
主
将　

長
谷
川 

傑
）

　夕暮れの第２グラウンド。「ファ
イト！」の声が飛び交う。今も昔
も変わらない光景。陸上競技にお
いては、自己記録の更新がいつで
も目標である。試合に行けば、ひ
とつでも次のラウンドへ。高校生
として最大の目標は全国インター
ハイ。陸上は出場権を得る東海大
会６位がなかなか大きな壁であ
る。昨年、県レベルの大会で男子
が初めてリレーで優勝し、総合で
も３位になった。今年は、県内で
はレベルが高い東濃地区新人戦
で、男女ともアベック総合優勝し
た。これは、これまで顧問として
関わってくださった多くの先生
方、見守ってくださる保護者の皆
様、卒業後も応援してくれている
OBOG の方々、そういった多く
の力の積み重ねが今日の活躍に繋
がっているのは間違いない。今の
部員は活気がある。目標を明確に
持ち意識が高い。貪欲に吸収しよ
うとする姿勢がある。この勢いで
さらなる高みを目指したい。

陸上部顧問の一言
顧問　安井真吾先生

�� � � � �� � � 	 
 � � 
 � �



つながる 同 窓 会同 窓 会「また会いたい」そう思えるつながりを。
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第
４
回 

大
場
ゼ
ミ
同
窓
会

Ｏ
Ｂ・
Ｏ
Ｇ 

Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会

い
だ
い

れ

　

平
成
28
月
７

月
２
日（
土
）、

毎
年
恒
例
と

な
っ
た
大
場
ゼ

ミ
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
会
を
、
千
葉

県
柏
市
の
水
代

果
樹
園
Ｂ
Ｂ
Ｑ

場
で
開
催
。
今

年
は
大
場
裕
之

先
生
を
は
じ

め
、
ゼ
ミ
の
２

期
12
期
生
26
名

と
そ
の
家
族
、
あ
わ
せ
て
約
50
名
が
集
ま

り
、
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
特

に
初
参
加
の
方
が
多
く
、
遠
く
は
三
重
県

や
長
野
県
か
ら
も
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

小
さ
な
子
供
た
ち
同
士
も
よ
く
遊
び
、
新

し
い
楽
し
み
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
は
６
期
〜
８
期
生
が
封
印
し

た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル（
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

に
書
い
た「
10
年
後
の
私
へ
」）も
公
開
さ

れ
、大
学
生
活
を
懐
か
し
む
様
子
が
見
ら

れ
ま
し
た
。 

髙
木 

宏
和（
63
期
）

18
期 

谷
川
記
念
館
で
同
窓
会

い
こ
う

れ
　

18
期
会
は
10
月
12
日
か
ら
2
泊
3
日

で
、谷
川
記
念
館
に
お
い
て
第
39
回
同
窓

会
を
開
催
し
ま
し
た
。参
加
者
は
夫
婦
2

組
、ご
子
息
1
名
を
加
え
て
21
名
の
参
加

で
し
た
。今
回
は「
傘
寿
記
念
同
窓
会
」と

し
て
企
画
し
、総
会
で
は
今
後
の
18
期
会

活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、６
月
の「
感
謝
の
集
い
」「
麗
澤
会
記

念
会
食
」に
15
名
が
参
加
し
た
こ
と
に
注

目
し
、来
年
以
降
の
開
催
を
毎
年
６
月
第

１
日
曜
日「
母
校
・
麗
澤
会
記
念
会
食
」に

決
定
。さ
ら
に
４
年
後
は「
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
観
戦
同

窓
会
」を
め
ざ

す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

翌
日
は
、谷

川
開
設
の
概
要

に
つ
い
て
学
習

し
、麗
澤
館
を

見
学
。谷
川
開

設
に
心
血
を
注

が
れ
た
廣
池
博

士
の
ご
生
活
に

触
れ
、全
員
寸

時
沈
黙
し
ま
し

た
。我
々
18
期

生
は
廣
池
博
士
の
谷
川
開
設
と
時
を
同
じ

く
し
て
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
こ
と
へ
の

感
慨
ひ
と
し
お
で
し
た
。大
穴
記
念
館
見

学
後
、谷
川
岳
観
光
へ
向
か
い
、ロ
ー
プ
ウ

エ
ー
か
ら
初
秋
の
景
観
を
眺
め
、山
頂
で

昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

　

昭
和
27
年
に
麗
澤
の
門
を
く
ぐ
り
、間

も
な
く
経
験
し
た
谷
川
研
修
旅
行
で
18
期

会
の
絆
が
芽
生
え
、３
年
間
の
学
園
生
活
、

そ
し
て
毎
年
の
同
窓
会
を
通
し
て
年
々
そ

の
絆
は
強
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。今
回
の

「
傘
寿
記
念
同
窓
会
」が
谷
川
の
地
で
開
催

で
き
た
の
も
自
然
の
流
れ
と
感
じ
て
い
ま

す
。最
終
日
は
、野
々
村
氏
を
座
長
に
座
談

会
を
行
い
、各
自
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。廣

池
博
士
の「
霊
肉
併
済
」の
精
神
が
今
に
流

れ
て
い
る
谷
川
の
姿
に
触
れ
、精
神
伝
統

へ
の
感
謝
の
言
葉
で
結
ば
れ
て
散
会
と
な

り
ま
し
た
。 

記　

中
島 

敏
夫

42
期（
瑞
浪
16
期
）

長
島
温
泉
に
集
う

ず
こ
う

み
　

10
月
15
日
に
三
重
県
の
長
島
温
泉
に

て
、
４
年
に
１
度
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
こ
数
年
は
母
校
の
50
周
年
記
念

同
窓
会
や
卒
業
式
へ
の
招
待
な
ど
も
重

な
っ
て
２
年
に
１
度
く
ら
い
の
頻
度
で
集

ま
る
機
会
が
あ
り
、
幹
事
と
し
て
は
仕
事

と
の
両
立
で
結
構
忙
し
い
思
い
も
し
ま
し

た
が
、
今
回
も
40
人
以
上
の
同
窓
生
が
集

ま
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
で

す
。

　

実
際
の
細
か
な
準
備
な
ど
は
三
重
県
の

伊
藤
道
治
君
ら
が
中
心
に
な
っ
て
く
れ
ま

し
た
が
、初
め
て
参
加
し
て
く
れ
た
人
も

い
た
の
で
、懐
か
し
さ
倍
増
で
し
た
。

　

次
回
は
い
よ
い
よ
還
暦
同
窓
会
。東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年

に
開
催
で
す
か
ら
、大
勢
で
盛
大
に
行
い

ま
し
ょ
う
。 

記　

蟹
井 

克
也

※ 

地
区
・
ゾ
ー
ン
・
グ
ル
ー
プ
・
麗
澤
会
オ
ー

プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
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・

更

住
所
変

お
た
よ
り

住

所

変

更

　
れ
い
だ
い 

▼
西　

裕
康
（
高
大
31
）

　
  

〒
７
１
０
―
０
８
３
１　

岡
山
県
倉
敷

市
田
ノ
上
１
０
５
７
―
７

▼
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｏ
ｒ　

Ｒ
ｉ
ｅ
（
47
）

　

（
旧
姓　

小
池 

里
枝
）

　

 

57　

Investigator　

Street,

　

 R
e
d

　

H
ill,A

C
T
2
6
0
3

　

A
U
ST
RA
LIA

　
れ
い
こ
う 

▼
関
口

　
雅
資
（
33
）

　

 

〒
４
６
２
―
０
８
０
９　

愛
知
県
名
古

屋
市
北
区
上
飯
田
西
町
１
丁
目
27
番
地

の
１　

幸
村
ビ
ル
６
０
１

▼
渡
辺

　
美
喜
子
（
37
）

　

（
旧
姓　

西
村
）

　

 9640　

W
ithering　

Pine　

St.

　

 Las　

V
egas　

N
evada　

89123　

 
U
SA

▼
竹
添

　
雅
雄
（
49
）

　

 

〒
２
０
１
―
０
０
１
３　

東
京
都
狛
江

市
元
和
泉
１
―
16
―
11

 　

フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
２ 

２
０
２

▼
泰
地
　
宏
伸
（
58
）

　

 

〒
７
７
０
―
８
０
７
８　

徳
島
県
徳
島

市
八
万
町
橋
本
２
１
７
―
18

▼
畠
山

　
文
（
61
）

　

 

〒
１
５
４
―
０
０
２
３　

東
京
都
世
田

谷
区
若
林
４
―
31
―
７　

４
０
１
号

▼
島
田

　
百
愛
（
66
）（
旧
姓　

金
田
）

　

 

〒
６
５
５
―
０
０
４
６　

兵
庫
県
神

戸
市
垂
水
区
舞
子
台
８
―
６
―
６
―

６
０
２

　
み
ず
こ
う 

▼
明
山

　
昭
子
（
22
）（
旧
姓　

木
庭
）

　

 

〒
８
０
０
―
０
０
２
５　

福
岡
県
北
九

州
市
門
司
区
柳
町
４
丁
目
12
の
41

お

た

よ

り

　
れ
い
だ
い 

▼
三
浦　

洋
嗣
（
高
大
34
）

　
  

〒
０
７
２
―
０
０
４
１　

北
海
道
美
唄

市
進
徳
町
東

　

 　

ま
だ
現
役
で
頑
張
っ
て
仕
事
し
て
い

ま
す
。
今
年
10
月
に
孫
６
名
と
な
り
ま

し
た
。

　

 　

嬉
し
い
こ
と
で
す
。
全
員
集
合
の
時

は
そ
れ
は
凄
い
で
す
よ
。
将
来
の
夢
は

孫
全
員
麗
澤
会
員
か
な
〜
。
妻
は
違
う

よ
う
で
す
が
…
。
北
海
道
の
麗
澤
会
は

田
中
支
部
長
、
皆
さ
ん
素
晴
ら
し
い
活

動
で
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
34
期
同

期
会
参
加
出
来
ず
、
す
い
ま
せ
ん
。
御

健
康
祈
り
ま
す
。

▼
皆
川　

佳
也
（
57
）

　

  　

現
在
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
の
教
育
機
関
に
て
働
い
て
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大

学
院
に
てInternational Education

の
修
士
号
を
取
得
し
、
現
在
も
仕
事
の

か
た
わ
ら
現
地
に
て
異
文
化
交
流
の
研

修
に
参
加
し
、
研
究
し
て
い
ま
す
。
会

報
を
拝
読
し
、
母
校
の
活
動
や
近
況
を

確
認
で
き
、
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
麗
澤
グ
ル
ー
プ
の
活
躍
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

 　

在
学
中
は
ゴ
ル
フ
部
に
所
属
し
、
田

中
駿
平
先
生
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。先
生
に
は
部
活
動
を
通
じ
て
、

多
く
を
教
え
て
頂
き
、
現
在
で
も
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
ま
す
ま
す
の
先
生
の

ご
活
躍
と
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
本
部
の
皆
様
の
会
報
誌
の
ご
編

集
誠
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
れ
い
こ
う 

▼
原
田

　
高
雄
（
32
）

　

 

〒
２
２
５
―
０
０
０
２　

神
奈
川
県
横

浜
市
青
葉
区
美
し
が
丘
１
―
13
―
６　

た
ま
プ
ラ
―
ザ　

２
―
１
―
３
０
６

　

 　

田
島
君
、
浅
野
君
を
継
い
で
、
７
月

に
期
別
代
表
の
指
名
を
受
け
ま
し
た
。

麗
高
卒
業
後
、
今
に
な
っ
て
す
ご
く
母

校
愛
に
目
覚
め
た
気
が
し
ま
す
。
７
月

９
〜
11
日
の
札
幌
同
窓
会
は
31
名
の
参

加
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
高
校
時
代

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
花
が
咲
き
ま
し

た
。
麗
澤
教
育
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認

識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
２
年
後
の
卒
業

50
周
年
に
向
け
て
、
32
期
大
同
窓
会
を

企
画
し
ま
す
の
で
御
期
待
く
だ
さ
い
。

　
み
ず
こ
う 

　

阿
波
踊
り
、頑
張
っ
て
ま
す

▼
住
友

　
陽
（
９
定
）

　

 　

瑞
高
定
時
制
卒
業
以
来
、
地
元
の
会

社
入
社
、
40
年
勤
務
致
し
ま
し
た
。
今

現
在
、
徳
島
県
伝
統
４
０
０
年
の
阿
波

踊
り
連
連
長
と
し
て
、
日
々
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
連
員
の
育
成
・
指
導
に
、
県

内
外
、
阿
波
踊
り
を
通
し
日
本
の
伝
統

を
守
り
続
け
た
い
で
す
。

　

 （
〒
７
７
４
―
０
０
２
１　

徳
島
県
阿

南
市
津
乃
峰
町
東
分
１
４
７
）

　

単
身
赴
任
で
す

▼
戸
田
　
雅
也
（
15
）

　

 　

名
古
屋
に
引
っ
越
し
て
落
ち
着
い
た

と
思
っ
た
ら
、大
阪
へ
単
身
赴
任
で
す
。

半
独
身
生
活
を
楽
し
ん
で
ま
す
。

　

 （
〒
４
５
６
―
０
０
３
４　

愛
知
県
名

古
屋
市
熱
田
区
伝
馬
１
の
２
の
９
の

３
０
６
）

　
引
っ
越
し
ま
し
た

▼
村
雲
　
良
佳
（
18
）

　
（
旧
姓　

松
岡
）

　

 　

７
月
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
今
度
こ

そ
終
の
棲
家
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

 （
〒
１
５
４
―
０
０
２
３　

東
京
都
世

田
谷
区
若
林
１
の
20
の
８
の
８
０
１
）

　

平
成
28
年
４
月
14
日
に
熊

本
県
と
大
分
県
で
相
次
い
で

発
生
し
た
熊
本
地
震
に
よ
り

日
本
三
大
楼
門
の
一
つ
で
重

要
文
化
財
の
「
楼
門
」
と
拝

殿
が
全
壊
し
た
熊
本
県
阿
蘇

市
の
阿
蘇
神
社
（
権
禰
宜
芹

口
恭
介
様
は
39
大
・
イ
ギ
リ

ス
語
学
科
出
身
）
の
被
災
支

援
と
し
て
麗
澤
会
で
は
特
定

目
的
支
援
金
の
募
集
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
11

月
21
日
現
在
で
皆
様
か
ら

40
万
６
０
９
円
の
ご
支
援
を

頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ご
報
告
を
も
っ
て
支

援
金
の
募
集
を
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

頂
戴
い
た
し
ま
し
た
ご
厚

志
は
、
麗
澤
会
か
ら
阿
蘇
神

社
芹
口
様
に
お
届
け
い
た
し

ま
す
。

　

多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阿
蘇
神
社

特
定
目
的
支
援
金
の

御
礼
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御
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す

　

平
成
28
年
10
月
31
日
ま
で
に
次
の
方
々

か
ら
協
力
金
な
ら
び
に
寄
付
金
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 
(

敬
称
略･

カ
ッ
コ
内
数
字
は
通
期)

麗
澤
会
協
力
金

野
田 

茂
（
9
専
）、
高
橋 

孝
典
（
15

短
）、
森
光 

義
文
（
18
高
）、
加
藤 

法
康

（
19
高
）、
河
村 

亘
（
19
高
短
）、
田
中 

駿
平
（
19
高
短
）、
中
川 

千
恵
子
（
19

高
）、
有
吉 

正
年
（
20
高
短
）、
淡
島 

成
介
（
20
短
）、
五
百
城 

啓
太
郎
（
20

高
）、
石
渡 

英
雄
（
20
高
短
）、
小
島 

佳

子
（
20
短
）、
清
水 

省
一
（
20
高
）、
高

岡 

忠
臣
（
20
高
）、
森 

一
馬
（
20
高
）、

大
野 

淑
音
（
21
高
）、
岡
田 

智
子
（
21

高
）、
川
嶋 

忠
男
（
21
大
）、
篠
田 

静
江

（
21
高
）、
高
見 

脩
吉
（
21
短
）、
谷
川 

誠
士
（
21
高
）、
新
田 

紘
輔
（
21
高
）、

平
川 

種
徳
（
21
高
大
）、
藤
林 

美
智
子

（
21
高
）、
三
上 

晴
久
（
21
大
）、
武
藤 

昌
夫
（
21
高
大
）、
横
田 

義
信
（
21
高

大
）、
山
﨑 

伃
志
子
（
21
高
）、
吉
田 

豊

子
（
21
高
）、
渡
辺 

愛
子
（
21
高
）、
有

阪 

敏
（
22
大
）、
川
窪 

靖
子
（
22
高
）、

佐
坂 

徳
（
22
高
）、
澤
村 

和
男
（
22
高

大
）、
武
藤 

成
生
（
22
高
）、
目
崎 

八
重

子
（
22
高
）、
森
川 

百
合
子
（
22
高
）、

山
岡 

慶
次
（
22
高
）、
横
田 

武
子
（
22

高
）、
岩
畔 

勝
子
（
23
高
）、
江
間 

良
子

（
23
高
）、
杉
山 

博
子
（
23
高
）、
中
根 

拓
代
（
23
高
）、
新
田 

賢
治
（
23
高
）、

野
口 

佐
智
子
（
23
高
）、
細
川 

菁
子

（
23
高
）、
堀
内 

勝
美
（
23
高
）、
山
田 

和
子
（
23
高
）、
山
田 

寛
二
（
23
高
）、

山
本 

幾
雄
（
23
高
）、
有
阪 

ひ
で
（
24

高
大
）、
牛
田 

道
雄
（
24
高
）、
小
野 

剛

（
24
高
）、
会
田 

璋
子
（
24
高
）、
梶
原 

一
浩
（
24
高
大
）、
加
藤 

栄
一
郎
（
24

高
）、
鈴
木 
一
朗
（
24
大
）、
田
中 

新
二

郎
（
24
高
大
）、
田
中 
宏
子
（
24
大
）、

谷
澤 

淳
子
（
24
大
）、
則
竹 

繁
雄
（
24

高
大
）、
早
川 

実
（
24
高
）、
三
谷
川 

颯

子
（
24
大
）、
山
田 

等
（
24
高
）、
淡

島 

成
高
（
25
高
大
）、
石
渡 
敏
子
（
25

高
）、
宇
佐
美 

洋
子
（
25
高
）、
櫻
井 
登

志
夫
（
25
高
大
）、
讃
井 

た
つ
子
（
25
高

大
）、
成
瀬 

恭
子
（
25
高
）、
光
恒 

志
津

子
（
25
高
）、
宮
本 

美
恵
子
（
25
高
）、

森 

雅
子
（
25
高
）、
和
倉 

健
二
（
25

大
）、
池
辺 

祐
三
子
（
26
高
）、
熊
谷 

和

重
（
26
高
）、
武
藤 

梅
子
（
26
高
）、
上

野 

克
行
（
27
高
大
）、
大
谷 

誠
之
（
27

大
）、
大
橋 

正
光
（
27
瑞
）、
奥
本 

章

夫
（
27
瑞
）、
國
枝 

邦
洋
（
27
瑞
）、
田

中 

拓
治
（
27
高
）、
田
中 

美
智
子
（
27

高
）、
花
村 

佳
子
（
27
高
）、
町
田 

芳

子
（
27
高
）、
浅
野 

真
澄
（
28
高
）、
浅

若 

み
え
子
（
28
高
）、
天
羽 

一
水
（
28

高
）、
五
百
城 

常
生
（
28
高
）、
池
田 

晴

美
（
28
高
）、
伊
藤 

姫
美
代
（
28
高
）、

伊
藤 

正
彦
（
28
瑞
）、
伊
藤 

正
廣
（
28

瑞
）、
上
野 

實
（
28
高
）、
梅
村 

照
子

（
28
高
）、
大
川 

徳
（
28
瑞
）、
大
参 

正

人
（
28
瑞
）、
梶
原 

恵
子
（
28
高
）、

酒
井 

孝
之
（
28
大
）、
佐
藤 

啓
子
（
28

高
）、
芝
田 

千
津
子
（
28
高
）、
下
林 

永

徳
（
28
瑞
）、
杉
本 

憲
司
（
28
大
）、
鈴

木 

勝
彦
（
28
瑞
）、
鈴
木 

進
（
28
瑞
）、

関
山 

ひ
ろ
子
（
28
高
）、
妹
尾 

一
恵

（
28
高
）、
竹
口 

正
進
（
28
高
）、
田
中 

勉
（
28
高
大
）、
鶴
田 

陽
子
（
28
高
）、

中
山 

と
し
子
（
28
高
）、
野
崎 

誠
四
郎

（
28
瑞
）、
早
坂 

和
世
（
28
大
）、
風
澤 

俊
夫
（
28
高 

29
大
）、
福
永 

靖
邦
（
28

瑞
）、
丸
橋 

充
子
（
28
高
）、
御
代
川 

克

之
（
28
高
大
）、
松
島 

澄
子
（
28
高
）、

武
藤 

郷
子
（
28
高
）、
八
木 

正
平
（
28

高
）、
安
江 

和
人
（
28
瑞
）、
山
岡 

浜
三

郎
（
28
高
）、
吉
原 

俊
代
（
28
高
）、
若

尾 

円
三
郎
（
28
高
）、
鷲
津 

徳
三
（
28

高
大
）、
藏
城 
豊
子
（
29
高
）、
小
林 

恒

夫
（
29
瑞
大
）、
長
井 

孝
介
（
29
高
）、

野
出 

明
敬
（
29
大
）、
三
渡 

公
代
（
29

高
）、
村
上 

誠
（
29
瑞
大
）、
山
本 

享

（
29
瑞
）、
山
本 

正
治
（
29
高
）、
植
田 

和
子
（
30
高 

32
大
）、
木
股 
初
子
（
30

瑞
）、
永
安 

幸
子
（
30
高
）、
藤
田 
み

き
（
30
高
）、
横
山 

し
ず
子
（
31
高
）、

平
山 

孝
子
（
32
高
）、
門
脇 

本
一
（
33

瑞
）、
濱
井 

幸
枝
（
33
高
）、
福
本 

宜
男

（
33
高
）、
大
場 

康
子
（
34
瑞
）、
村
田 

三
郎
（
34
高
）、
中
野 

泰
子
（
35
瑞
）、

野
田 

照
代
（
35
瑞
）、
發
坂 

卓
雄
（
35

高
大
）、
石
田 

徳
太
郎
（
36
高
）、
河
田 

純
治
（
36
高
）、
田
岡 

啓
子
（
36
大
）、

中
田 

啓
子
（
36
瑞
）、
宮
本 

雅
由
（
36

高
）、
京
極 

亜
津
子
（
37
高
大
）、
高

木 

治
代
（
37
瑞
）、
則
藤 

真
木
子
（
37

高
）、
福
本 

は
つ
（
37
高
）、
岡
田 

喜

（
38
高
）、
加
藤 

義
彦
（
38
高
）、
武
久 

鎭
顯
（
38
大
）、
加
藤 

智
教
（
40
瑞
）、

川
島 

正
敬
（
42
瑞
大
）、
小
金
井 

か
ほ

る
（
42
高
）、
生
田 

泰
宏
（
43
高
）、

谷
口 

寿
子
（
43
瑞
）、
玉
井 

和
代
（
43

高
）、
横
田 

純
代
（
43
高
）、
後
藤 

泰

秀
（
45
瑞
）、
鈴
木 

貴
子
（
45
高
）、
高

尾 

英
美
（
46
瑞
大
）、
新
居 

直
美
（
46

高
）、
窄
口 

美
子
（
49
瑞
）、
小
石 

晶

子
（
50
大
）、
石
井 

万
美
子
（
53
高
）、

石
井 

千
香
子
（
55
高
大 

56
大 

58
院
）、

新
井 

誠
（
57
瑞
）、
大
谷 

祥
寛
（
57
瑞

大
）、
神
田 

平
（
59
瑞
）、
鈴
木 

智
巳

（
61
大
）、
尾
島 

洋
平
（
62
大
）、
良
永 

隆
光
（
69
高
）、
大
薮 

奉
寛
（
74
瑞
）、

米
谷
豊
先
生
傘
寿
祝
賀
会
一
同
、
京
都
府

支
部
、
匿
名
3
名

奨

学

基

金

高
見 

脩
吉
（
21
短
）、
山
岡 

浜
三
郎

（
28
高
）、
門
脇 

本
一
（
33
瑞
）、
濱

井 

幸
枝
（
33
高
）、
發
坂 

卓
雄
（
35
高

大
）、
河
田 

純
治
（
36
高
）、
中
田 

啓
子

（
36
瑞
）、
田
中 

秀
人
（
37
高
大
）、
則

藤 

真
木
子
（
37
高
）、
池
田 

香
（
38
瑞

大
）、
武
久 

鎭
顯
（
38
大
）、
三
上 

節
子

（
58
院
）

ス
ポ
ー
ツ
基
金

高
見 

脩
吉
（
21
短
）、
山
岡 

浜
三
郎

（
28
高
）、
内
田 

良
子
（
31
高
）、
原
田 

高
雄
（
32
高
）、
濱
井 

幸
枝
（
33
高
）、

發
坂 

卓
雄
（
35
高
大
）、
則
藤 

真
木
子

（
37
高
）、
池
田 

香
（
38
瑞
大
）、
加
藤 

義
彦
（
38
高
）、
武
久 

鎭
顯
（
38
大
）、

濱
口 

隆
司
（
47
高
）、
大
薮 

奉
寛
（
74

瑞
）麗

澤･

箱
根
駅
伝（
麗
大
陸
上
競
技
部
）

高
見 

脩
吉
（
21
短
）、
山
岡 

浜
三
郎

（
28
高
）、
内
田 

良
子
（
31
高
）、
門

脇 

本
一
（
33
瑞
）、
濱
井 

幸
枝
（
33

高
）、
高
橋 

よ
ね
子
（
34
瑞
）、
發
坂 

卓

雄
（
35
高
大
）、
中
田 

啓
子
（
36
瑞
）、

池
田 

香
（
38
瑞
大
）、
加
藤 

義
彦
（
38

高
）、
武
久 

鎭
顯
（
38
大
）、
猪
飼 

孝
男

（
41
瑞
）、
飯
田 

秀
志
（
42
瑞
）、
前
田 

教
博
（
68
大
）

被
災
支
援
金

高
見 

脩
吉
（
21
短
）、
花
村 

佳
子
（
27

高
）、
伊
藤 

姫
美
代
（
28
高
）、
山
岡 

浜

三
郎
（
28
高
）、
永
安 

幸
子
（
30
高
）、

内
田 

良
子
（
31
高
）、
門
脇 

本
一
（
33

瑞
）、
濱
井 

幸
枝
（
33
高
）、
大
場 

康
子

（
34
瑞
）、
高
橋 

よ
ね
子
（
34
瑞
）、
酒

井 

篤
子
（
35
高
）、
發
坂 

卓
雄
（
35
高

大
）、
河
田 

純
治
（
36
高
）、
中
田 

啓
子

（
36
瑞
）、
松
本 

卓
三
（
36
高
）、
山
下 

妙
子
（
36
瑞
大
）、
京
極 

亜
津
子
（
37
高

大
）、
田
中 

秀
人
（
37
高
大
）、
則
藤 

真

木
子
（
37
高
）、
武
久 

鎭
顯
（
38
大
）、

雲
丹
亀 

史
洋
（
39
瑞
）、
森 

和
代
（
40

瑞
）、
松
本 

百
代
（
41
高
）、
朝
海 

利
江

（
42
瑞
）、
玉
井 

和
代
（
43
高
）、
新
居 

直
美
（
46
高
）、
三
浦 

一
壽
（
56
高
大

院
）、
玉
井 

智
子
（
66
大
）、
石
黒 

里
佳

（
72
高
）、
大
薮 

奉
寛
（
74
瑞
）、
西 

智

弘
（
76
瑞
）、
神
奈
川
麗
澤
会
、
千
葉
・

東
京
・
茨
城
麗
澤
会 
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平
成
28
年
８
月
５
日
〜
７
日
に
、
邦

和
セ
ミ
ナ
ー
プ
ラ
ザ
（
愛
知
県
名
古
屋

市
）
に
て
、
第
４
回
次
世
代
リ
ー
ダ
ー

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
東
海
地
区
だ
け
で
な
く
、
遠
く
は

鹿
児
島
や
愛
媛
、
千
葉
、
神
奈
川
か
ら

も
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
場
活
師
、
西

村
統
行
氏
（
48
高
）
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
に
迎
え
て
、
マ
イ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

に
深
い
気
づ
き
を
得
て
、
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
同
時

に
、
同
窓
生
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
自
分
を
探
求
す
る
ワ
ー

ク
か
ら
ス
タ
ー
ト
。「
考
え
る
」
よ
り

「
感
じ
る
」
こ
と
を
大
切
に
す
る
、
評

価
や
判
断
は
せ
ず
に
振
り
返
る
だ
け
、

答
え
を
求
め
ず
楽
し
む
だ
け
な
ど
ル
ー

ル
設
定
が
あ
り
、
最
初
は
日
常
と
は
異

な
る
頭
の
使
い
方
に
困
惑
し
ま
し
た

が
、
講
師
の
上
手
な
リ
ー
ド
で
す
ぐ
に

研
修
に
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
共
感
的
傾
聴
を
繰
り
返
す
う
ち

に
、
参
加
者
同
士
の
素
の
部
分
に
た
く

さ
ん
触
れ
合
い
、
心
の
距
離
感
が
縮
ま

り
と
て
も
密
度
の
濃
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
お
い
て
大
切
な
セ
ル
フ
・
ア
ウ
ェ

ア
ネ
ス
（
自
己
認
識
）
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
、
参
加
者
か
ら
は
、
普
段
は
意

識
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
自
分
自
身
に

気
づ
き
ま
し
た
、
昨
日
ま
で
と
は
違
い

明
る
い
気
持
ち
に
な
れ
て
い
ま
す
な
ど

の
感
想
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
カ
月
後
の
12
月
３
日
に
は
、
大
阪

市
「
モ
ラ
ッ
キ
ー
」（
小
野
剛
副
会
長

開
設
の
天
満
・
南
森
町
に
あ
る
総
合
ダ

ン
ス
・
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
タ
ジ
オ
）
に
お

い
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
も
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
参
加
者
の
皆
様
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
に
お
け
る
マ
イ
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
活
き
活
き

と
し
た
日
常
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

東
海
ゾ
ー
ン
長　

藤
田
知
則（
58
高
）

麗
澤
会
次
世
代
リ
ー
ダ
ー

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
６
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帳
・
カ
レ
ン
ダ
ー
に
ご
記
入
の
上
、
同

期
前
後
の
期
の
方
々
と
ぜ
ひ
一
緒
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
こ
ん
な

こ
と
や
っ
た
ら
面
白
い
の
に
」
な
ど

ア
イ
デ
ア
を
お
持
ち
の
方
や
企
画
好

き
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
気
軽

に
実
行
委
員
長
の
木
津
（
メ
ー
ル
：

veh00621@
nifty.ne.jp

、
電
話
：

090-3216-1279

）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
景
品
提
供

（
別
表
ご
参
照
）
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
方
々
、
開
催
準
備
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
か
ら
遡
る
こ
と
72
年
前
（
昭
和
19

年
）
の
９
月
24
日
に
麗
澤
会
が
発
足
し

た
日
（
麗
澤
会
の
日
）
に
ち
な
ん
で
、

平
成
28
年
９
月
24
日
（
土
）
に
麗
澤
大

学
「
ひ
い
ら
ぎ
」
に
て
、
60
代
（
30
期

代
）
か
ら
22
歳
（
76
期
）
の
新
社
会
人

ま
で
幅
広
い
世
代
に
わ
た
り
80
名
の
参

加
者
が
集
い
、〝
笑
顔
の
和
〞
と
〝
熱

気
〞
に
溢
れ
る
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
初
め
て
の
企
画
で
あ
り
至
ら
な

い
点
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ

さ
ま
で
参
加
者
か
ら
は
「
先
輩
の
ス

ピ
ー
チ
が
参
考
に
な
っ
た
」「
い
ろ
い

ろ
な
方
と
じ
っ
く
り
と
話
せ
て
よ
か
っ

た
」「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
盛
り
上
が
っ

た
」「
普
段
交
流
し
な
い
方
々
と
知
り

合
え
た
」
等
、
ご
好
評
い
た
だ
き
、

「
来
年
も
参
加
し
た
い
」
と
い
う
声
を

た
く
さ
ん
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
経
験
を
活
か
し
来
年
度
は
、

平
成
29
年
９
月
23
日
（
土
）
に
「
よ
り

楽
し
く
役
立
つ
、
3
母
校
大
同
窓
会
」

と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
新
年
の
手

第
一
回
麗
澤
会
新
社
会
人
歓
迎
会

麗
澤
３
母
校
の

先
輩
と
後
輩
が
笑
顔
で
つ
な
が
り
ま
し
た
！

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
景
品
、
協
賛
金
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
方
（
順
不
同
）

株
式
会
社
ザ
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
様

武
田
一
行 

様
（
66
大
）

　

ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
宿
泊
券

マ
ル
エ
ス
メ
タ
ル
株
式
会
社
様

佐
野
友
亮 

様
（
68
高
）

　

協
賛
金

株
式
会
社
八
天
堂
様

森
光
孝
雅 

様
（
45
高
）

　

ク
リ
ー
ム
パ
ン
セ
ッ
ト

株
式
会
社
Ｔ
Ｃ
Ｐ
様

小
泉
喜
孝 

様
（
40
高
）

　

ラ
ク
ー
ア
利
用
券
等

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
様

田
中
幹
人 

様
（
45
高
）

　

ス
タ
バ
カ
ー
ド
、
カ
ッ
プ
等

米
屋
株
式
会
社
様

諸
岡
信
保 

様
（
57
高
）

　

羊
羹
セ
ッ
ト

有
限
会
社
三
浦
マ
ー
ク
様

三
浦
順
治 

様
（
33
高
）

　

勝
負
名
刺
作
成
券

株
式
会
社
ヘ
イ
ワ
堂
様

土
田
穣 

様
（
56
高
）

　

空
気
清
浄
器

麗
澤
会
東
京
都
支
部
前
支
部
長

中
邑
進 

様 

他
（
32
瑞
）

　

協
賛
金

有
限
会
社
フ
ァ
イ
ブ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
様

山
本
龍
太
郎
様
（
55
瑞
大
）

　

餃
子
、Pizza

、
エ
ス
テ
券

中
村
重
男
商
店
様

中
村
友
一
様
（
69
高
）

　

財
布
、
小
銭
入
れ

麗
澤
会
本
部

小
柴
孝
之
（
45
高
）

　

 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
、
自
転

車
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
グ
ッ
ズ

N E W S



麗澤会 関西大会のお知らせ
日 時　平成29年10月14日（土曜日）午前11時受付
集 合　琵琶湖大津港　〒520-0047 滋賀県大津市浜大津５-１-１
会 場　琵琶湖クルーズ船「ビアンカ」

【主催】麗澤会関西ゾーン　【大会主幹】麗澤会滋賀県支部
【お問合せ・連絡先】reitaku.shiga@gmail.com　☎０９０-3278-9222（滋賀県支部長：藤居昌幹）

平成29年10月に滋賀県において麗澤会関西大会を開催します。
クルーズ船「ビアンカ」で琵琶湖の湖上を楽しみながら、懐かしいひと時を楽しく語り、
旧交を温めたいと思います。皆様のご参加を心からお待ちいたしております。
 （詳しい案内と申込書は、平成29年７月に送らせていただきます。）
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麗澤大学外国語学部助教（57高大）
橋本富太郎（はしもと・とみたろう）
　昭和49年（1974年）、愛知県生まれ。麗澤高校、麗澤大学を
経て、國學院大學大学院神道学専攻博士課程後期修了。博士（神
道学）。公益財団法人モラロジー研究所道徳科学研究センター研
究員。麗澤大学時代は弓道部主将を務めた。著書に『皇室典範』
（共著、角川学芸出版）、『大学生のための道徳教科書』（共著、
麗澤大学出版会）など多数。

【お問い合わせ・ご注文】ミネルヴァ書房　〒607-8494 京都市山科区日ノ岡堤谷町1番地
☎ 075-581-0296　FAX 075-581-0589　Mail eigyo@minervashobo.co.jp　宅配可（手数料＠500円＋税）／価格税別

麗澤の創立者の評伝が全国書店で
生誕150年の記念にぜひお求めください

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選

廣
池
千
九
郎

 
―
―
道
徳
科
学
と
は
何
ぞ
や

　『道徳科学の論文』でモラロジーを提唱し、麗澤大学を設立する一方、『古事類苑』への
貢献や東洋法制史の開拓でも知られる廣池千九郎。近年、道徳教育への注目により再評価さ
れる、その道徳観はどのように形づくられたのか――。麗澤に学び、麗澤で教 をとる橋本
富太郎氏が描く、傑作評伝。選び抜かれた日本史上の人物を評する「ミネルヴァ日本評伝
選」からついに発刊。

麗澤麗澤麗澤麗澤麗澤麗澤澤麗澤大学大学大大学大学大学大学大学外国外国外国国外国外国外 語語学語学語学語学学学語 部助部助部助部助部助部助教（教教（教教（教（（教 5757575757775 高大高大高大高大高高大大）））））

四
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判
上
製
カ
バ
ー
４
９
８
頁　
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